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1  アドオン型ハイブリッド駆動系

2  トレーラの電動化

3  建設機械のハイブリッド化

4  小型飛行機のハイブリッド化

従来のガソリンエンジン車の非駆動軸にモータを取り付けた形のアドオン型ハイブリッド駆動系の構成、

効果について研究を進めています。

もともと、自動車ではクルマの走行に必要な出力、入力の分布は低出力のところがたくさん出現します。こ

のハイブリッドのアイディアは最小限のモータを追加して最大限の燃費改善効果を狙ったものです。燃費の

効果は都市内の走行で最大30％まで改善されるとの結果が見積もられています。

物流を電動化することは環境面では重要であることが知られていますが、電池のエネルギー密度が低いた

め現在販売されている小型乗用車以上に困難です。しかしながら、物流は多くの場合、出発地と目的地及びそ

の間のルートが決まっています。この特徴を利用することで高価な電池を有効に使用することができます。現状

では、さらにエンジン発電機やさらには燃料電池と組み合わせた場合の成立性について検討を進めています。

建設機械には土砂を掘削してダンプカーなどに積むショベルと作業現場まで自走してビルの建設などで

資材を吊り上げるクレーン車などがあります。この両方の車のハイブリッド化について研究を進めています。

電動機の超小型化や電池の軽量化の技術が進んできましたが、それらの技術を応用して小型飛行機のハ

イブリッド化の可能性を調査しています。

ビルなどの屋上から飛び立って、現地の空き地に着陸できる飛行機であって、ヘリコプターよりも移動速度

や航続距離に優れるという飛行機を目指しています。

環境共生システムラボでは、自動車をはじめとする乗り物のハイブリッド化を研究しています。

制御システムデザイン＆ダイナミクスラボでは、シ

ステムズエンジニアリングセンター、モビリティシス

テムマネジメントセンター、環境共生システムデザイ

ンラボ（代表：佐々木正一教授）、ビジュアル・シミュ

レーション・ラボ（小木哲朗教授）、企業や協会等

外部の方 と々も連携し、プロダクトやサービスの開

発、制御システム設計とシステム解析に寄与する研

究を行っています。

自動車・モビリティ関連の研究では、ドライビン

グシミュレータ（図1）、バイクシミュレータ（図2）を

開発し、これらを活用することにより、ドライバー

やライダーの安全運転を支援するためのアシスト制

御システム設計を行う方法を提案しています。私た

ちは、これをOperator-in-the-loop Designと称

し、従来、システムの検証や妥当性確認に用いるこ

とが多かったシミュレータを積極的にコンセプトや

アーキテクチャを検討する段階で利用しようと考え

ています。ドライバーやライダーなどのオペレータが

介在する制御システムは、System of Systemsと

解釈でき、設計対象にないオペレータをいかに考

慮して制御システム設計を行うかがキーポイントと

なっています。

ビジュアル・シミュレーション・ラボとの共同研究

（東京海上日動リスクコンサルティング）では、高齢

者の安全運転力の維持を目的に、没入型ドライビ

ングシミュレータを開発し、実車走行実験との整合

性検証を行っています。環境共生システムデザイン

ラボとの共同研究では、今後、新川崎（K2）タウン

キャンパスにて、建設機械のハイブリッド化に関す

る研究を実施する予定です。

このほか、コンシューマーエレクトロニクスに対す

るハードウェア-ソフトウェア連携システム開発、モ

ビリティシステムに対するサービスデザイン（理工学

部・松岡由幸教授との共同研究）、1D CAEの方

法論に基づく音のデザインなどに取り組むなど、シ

ステムモデリング手法としてSysMLを活用した研究

とMBSEの普及を推進しています。

System of Systemsと言われるように、今後ま

すます、私たちを取り巻く社会・技術システムは複

雑化して行きます。こうした中で、システム安全やそ
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従来自動車への適用例

物流車両への適用例

建設機械への適用例
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飛行機への適用例

図1：ドライビングシミュレータ

図2：バイクシミュレータ

れを支えるアーキテクチャのあるべき姿を

模索して行きます。
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